
Q　
資
産
デ
ー
タ
の
見
え

る
化
を
構
築
す
る
こ
と

が
、
基
本
中
の
基
本
中
で
あ

る
と
思
う
。
ど
の
程
度
の
期

間
で
構
築
す
る
考
え
か
。

A
総
務
部
長　

デ
ー
タ
の

構
築
は
、
こ
れ
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
分
析
を
す
る
上
で

基
本
に
な
る
デ
ー
タ
で
す
の

で
、
早
期
に
構
築
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
今
後
の
財
政
の
適
正

化
の
た
め
に
も
、
不
整

合
、
ム
ダ
、
ム
リ
、
ム
ラ
を

解
消
し
最
適
化
を
目
指
す
、

デ
ー
タ
の
一
元
化
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
進
め
る
内
容
を
、

い
つ
ま
で
に
す
る
の
か
。

A
総
務
部
長　

基
本
と
な

る
も
の
は
、
デ
ー
タ
の

一
元
化
で
す
。
先
ほ
ど
早
急

に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と

お
答
え
し
ま
し
た
。
現
在
の

目
標
は
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
を
平
成
28
年
度
に

策
定
を
す
る
と
な
る
と
、
そ

の
前
に
デ
ー
タ
の
一
元
化
を

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
27
年
度
に
は
完
成
を
目

指
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
、

今
の
考
え
方
で
す
。

 ◆

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

Q　
制
度
が
改
正
さ
れ
、

ふ
る
さ
と
納
税
が
よ
り

し
や
す
く
な
る
が
、
納
税
さ

れ
た
方
へ
の
品
物
の
選
択
肢

を
広
げ
て
は
ど
う
か
。

A
総
務
部
長　

し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 ◆

市
の
活
性
化
に
つ
い
て

Q　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
平
成
25
年
１
月
４

日
か
ら
平
成
27
年
３
月
末
ま

で
の
２
年
３
カ
月
間
、
無
料

で
交
付
す
る
予
定
の
中
、
申

請
者
数
は
ど
う
か
。

A
市
長　

平
成
26
年
10
月

末
現
在
3
千
４
０
８
枚
、

人
口
に
対
す
る
普
及
率
は
6
・

2
％
で
す
。

　

平
成
25
年
１
月
か
ら
無
料
交

付
、
３
月
か
ら
は
住
民
票
と
印

鑑
証
明
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開

始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成

26
年
４
月
、
図
書
館
資
料
貸
出

サ
ー
ビ
ス
を
加
え
ま
し
た
。

A
市
民
部
長　

平
成
15
年

８
月
か
ら
、
平
成
24
年

12
月
末
の
10
年
間
で
1
千

６
４
２
枚
。
平
成
25
年
１
月

の
無
料
化
か
ら
今
年
の
10
月

末
で
1
千
７
６
６
枚
で
す
。

Q　
平
成
28
年
度
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
導

入
さ
れ
る
。
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
か
ら
の
変
更
へ
の
対

応
は
ど
う
か
。

A
市
民
部
長　

来
年
の
８

月
以
降
の
広
報
さ
ん
む

に
数
回
掲
載
し
、
国
の
方
針

に
沿
い
進
め
て
い
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
よ
り
基

本
的
に
一
生
涯
連
動
が
で
き
、

本
人
確
認
の
手
間
が
省
け
、

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い

リ
ス
ク
が
な
く
な
り
ま
す
。

Q　
平
成
27
年
度
の
当
初

予
算
に
、
関
係
す
る
事

業
が
計
上
さ
れ
て
い
る
か
。

A
総
務
部
長　

住
民
基
本

台
帳
シ
ス
テ
ム
及
び
地

方
税
務
シ
ス
テ
ム
の
改
修

と
、
福
祉
分
野
の
シ
ス
テ
ム

や
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
シ
ス
テ

ム
等
に
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
導
入
に
向
け
て
の
改

修
と
そ
の
委
託
料
、
金
額

7
千
８
９
７
万
2
千
円
と
、

新
た
に
構
築
す
る
庁
内
連
携

サ
ー
バ
ー
等
の
シ
ス
テ
ム
機

器
購
入
費
に
３
３
５
万
7
千

円
、
国
が
整
備
す
る
中

間
サ
ー
バ
ー
へ
の
負
担
金

６
５
３
万
6
千
円
の
、
総
額

約
8
千
８
８
６
万
5
千
円
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

 ◆

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
に

つ
い
て

Q　
空
き
家
対
策
の
相
談

す
る
窓
口
は
、
建
物
が

老
朽
化
し
た
場
合
は
土
木
課
、

都
市
整
備
課
で
あ
り
、
草
が

伸
び
放
題
の
場
合
や
不
法
投

棄
の
場
合
は
環
境
保
全
課
で

あ
る
。
ま
た
草
、
枯
れ
葉
の

場
合
は
、
防
火
上
の
観
点
か

ら
消
防
防
災
課
、
防
犯
上
の

観
点
か
ら
は
市
民
課
か
警
察

と
、
窓
口
が
異
な
る
が
、
基

本
的
な
考
え
と
現
状
は
ど
う

か
。A

経
済
環
境
部
長　

管
理

不
良
状
態
で
、
市
民
生

活
に
重
大
な
障
害
を
生
じ
る

場
合
、
管
理
者
に
対
し
、
適

正
管
理
等
の
必
要
な
指
導
と

勧
告
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
所
有
者
の
把
握
ま

た
は
指
導
・
勧
告
等
の
状
況
、

経
過
措
置
に
対
す
る
記
録
も

保
管
す
る
必
要
が
あ
り
、
窓

口
の
一
本
化
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q　
高
齢
化
社
会
が
ピ
ー

ク
に
な
っ
た
際
の
対
応

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
市

独
自
の
条
例
が
不
可
欠
で
あ

る
が
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

国
の

空
き
家
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
が
成
立

し
、
特
別
空
き
家
等
に
除
去
、

修
繕
、
立
ち
木
や
竹
の
伐
採

等
の
措
置
の
助
言
、
指
導
、

勧
告
、
命
令
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
所
有
者
を
把

握
す
る
固
定
資
産
税
情
報
の

内
部
利
用
も
示
さ
れ
、
今
ま

で
以
上
に
対
応
が
と
れ
ま
す
。

A
市
長　

法
律
の
部
分
が

多
い
で
す
が
、
補
完
す

る
意
味
で
、
必
要
に
応
じ
て

条
例
化
し
て
い
き
ま
す
。

Q　
空
き
家
バ
ン
ク
の
運

用
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

A
都
市
整
備
課
長　

人
口

減
少
に
よ
る
空
き
家
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
先
進
自
治
体
の
制
度
や

実
績
な
ど
を
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

A
市
長　

1
つ
の
対
策
で

全
て
が
解
決
す
る
簡
単

な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 ◆

教
育
行
政
に
つ
い
て

Q　
学
校
と
図
書
館
と
の

連
携
は
ど
う
か
。

A
教
育
部
長　

家
庭
教
育

学
級
や
出
前
講
座
の
講

師
、
学
校
図
書
室
の
整
備
、

読
書
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

Q　
活
字
離
れ
が
指
摘
さ

れ
る
中
、
市
民
に
読
書

に
親
し
ん
で
も
ら
う
取
り
組

み
と
し
て
、
読
書
通
帳
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

A
教
育
部
長　

お
金
の

か
か
ら

な
い
方
法
で
、

事
例
等
も
踏

ま
え
検
討
し

て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Q　
子
供
た
ち
と
市
長
の

意
見
交
換
に
つ
い
て
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

A
教
育
部
長　

地
域
社
会

に
関
心
を
持
つ
人
作
り

の
観
点
の
も
と
、
土
台
作
り

を
す
る
段
階
で
す
。

A
教
育
長　

現
場
の
校
長

先
生
方
の
御
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
進
め
た
い
と

　

個
人
質
問

市川　陽子 議員 
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